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図書館出版物案内
●●●●●●●館 活書図 告報動
1 　冊子目録等
○細江文庫目録……450円
　わが国英語学界の重鎮、故細江逸記の旧蔵書目録。
○大阪関係資料目録……650円
　昭和35年 1 月 1 日現在所蔵の大阪府、市関係の図書・地図・近世文
書・堂島文書・芝居番付・明治中期広告の総合目録。
○生田文庫・頴原文庫目録……非売品
　在野の万葉集研究家故生田耕一の旧蔵書の一部と、故頴原退蔵旧蔵
書の目録。
○吉田文庫目録……1,300円
　元トルコ駐在特命全権大使であった故吉田伊三郎の旧蔵書目録。
○岩崎美隆文庫・五弓雪窓文庫目録……1,500円
　江戸時代末期の国学者岩崎美隆の旧蔵書目録と、幕末の漢学者五弓
雪窓の旧蔵書目録。
○増田渉文庫目録……6,000円
　わが国魯迅研究の第一人者であった元文学部教授故増田渉の旧蔵書
目録。魯迅の全著作の初版本他。
○矢口文庫目録……2,700円
　本学の元学長で、イギリス経済史学界の重鎮であった故矢口孝次郎
の旧蔵書目録。
○極東国際軍事裁判資料目録……非売品
　極東国際軍事裁判における検察側及び弁護側提出の書証と関係資料
の目録。
○泊園文庫蔵書書目ならびに索引の部……品切れ
　幕末の浪速私学「泊園書院」の旧蔵書目録。
○近世文書目録　その一……1,350円、その二……2,000円
　大阪周辺の庄屋文書を核に、ほぼ全国各地の近世文書を加えたコレ
クション。
○大阪文芸資料目録……3,500円
　明治以降の、大阪にゆかりのある作家・画家・芸能人などの作品や
大阪を題材とした作品などの本学所蔵コレクションの目録。
○内藤文庫漢籍古刊・古鈔目録……2,500円
　内藤湖南・伯健父子旧蔵書の一部善本類の目録。
○内藤文庫リスト　№ 1～№ 5…非売品（ただし、№ 1は在庫なし）
○芝居番付目録……8,000円
　大阪を中心とする宝暦から昭和に至る歌舞伎、浄瑠璃等の芝居番付
約6,500点の目録。
○大坂画壇目録……品切れ
○摂津国嶋上郡高浜村西田家文書目録……非売品
○河内国丹北郡六反村谷川家文書目録……非売品
○摂津国住吉郡中喜連村佐々木家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡豊田村小谷家文書目録……非売品
○和泉国大鳥郡岩室村中林家文書目録……非売品
2 　CD‒ROM版
○内藤文庫目録　KUL-bijou……非売品
3 　図書館出版図書
○江戸書状（全三巻）
　　旗本鈴木家と庄屋西田家との往復書簡集
　　　第一巻（天保七年から弘化四年）……6,695円
　　　第二巻（嘉永元年から安政六年）……5,665円
　　　第三巻（万延元年から明治元年）……3,914円
○おおさか文藝書画展　図録……2,000円
　平成 6年 9月、図書館創設80周年記念・文学部創設70周年記念とし
て開催した「おおさか文藝書画展－近世から近代へ－」の図録である。
○展示目録　大坂の書と画と本……1,000円
○関西大学図書館影印叢書　第一期　全十巻
　　　第一巻　『古今序聞書』……15,750円
　　　　　　　　　　　　　解題　片桐洋一
　　　第二巻　『能面図』……31,602円
　　　　　　　　　　　　　解題　関屋俊彦
　　　第三巻　『勧進能并狂言尽番組』……22,428円
　　　　　　　　　　　　　解題　関屋俊彦
　　　第四巻　『近世俳書集』……13,253円
　　　　　　　　　　　　　解題　乾　裕幸
　　　第五巻　『浮世草子集』……29,400円
　　　　　　　　　　　　　解題　山本　卓
　　　第六巻　『西川祐信集』……51,450円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　　解題　山本　卓
　　　第七巻　『青本黒本集』……25,200円
　　　　　　　　　　　　　解題　神楽岡幼子
　　　第八巻　文学雑誌『葦分船』……24,150円
　　　　　　　　　　　　　解題　浦西和彦
　　　第九巻　『えんぴつ』……66,150円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　　解題　吉田永宏
　　　第十巻　『 日本文学報国会・大日本言論報国会設立関
係書類』……31,500円（上・下巻セット）
　　　　　　　　　　　　　解題　浦西和彦
〈 影印叢書のパンフレットをご希望の方は、図書館運営課へ
お申し出ください。〉
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平成17年度に改正のあった図書館諸規程
■■　■■　■■■■■規 程・内 規・要 領 の 改 正
図書館利用に関する取扱要領
⑴　平成17年12月21日改正分
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
現　　行 摘　　要 改　　正
図書館利用に関する取扱要領
 制定　平成 2年 4月 1日
第 1条　　　　　〈省　　略〉
　（休館日）
第 2条　図書館の休館日は、別表第 1のとおりとする。
　（開館時間）
第 3条　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間は、別
表第 2のとおりとする。
第 4条～第15条　〈省　　略〉
別表第 1（第 2条関係）　図書館の休館日
総合図書館 高槻図書室
第 1土曜日 第 1土曜日
本大学記念日 本大学記念日
夏季休業期間中の土曜日 夏季及び冬季休業期間中の土曜日
休業期間中の日曜日 日曜日
休業期間中の国民の祝日に関する法律
（昭和23年法律第178号）に規定する休
日
国民の祝日に関する法律（昭和23年法
律第178号）に規定する休日
夏季及び冬季休業の一定期間
8月11日～ 8月20日
12月28日～ 1月 5日
夏季及び冬季休業の一定期間
8月11日～ 8月20日
8 月28日～ 9月 3日
12月26日～ 1月 6日
入学試験期間
1月31日～ 2月 8日
2月28日～ 3月 2日
入学試験期間
2月 1日～ 2月 8日
2月28日～ 3月 2日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　年度末の 3日間（日曜日を除く）
図書の整備、現物照合等に必要な期間
3月31日
別表第 2（第 3条関係）　 総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館
（開室）時間
1　総合図書館
①　通常期間（学部の授業を行っている期間）
〈省　　略〉
②　夏季休業期間（ 7月29日～ 9月20日）
書庫・ 1階・ 2階 3階一般閲覧室 3階グループ閲覧室
月～金曜日 10：00～20：00 閉　　　室 10：00～19：30
8 /28～ 9 /3 10：00～17：00 閉　　　室 10：00～16：10
③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）
書庫・ 1階・ 2階 3階一般閲覧室 3階グループ閲覧室
月～金曜日 10：00～20：00 閉　　　室 10：00～19：30
土曜日 10：00～17：00 閉　　　室 10：00～16：10
12/21～25の間の土・日 10：00～18：00 閉　　　室 10：00～16：10
12/26～27、1/6 10：00～17：00 閉　　　室 10：00～16：10
注 1  　レファレンスカウンターは、授業・試験期間 9：00～20：00、休業期間
10：00～17：00とする。
注 2　〈省　　略〉
2　高槻図書室
①　通常期間（学部の授業を行っている期間）
〈省　　略〉
②　〈省　　略〉
③　その他休業期間（学部の授業を行っていない期間）
〈省　　略〉
別表第 2との整合性
を持たせるための文
言の追加
附則の追加
実状に基づく文言の
修正
休館日の削除
別表第 2との整合性
を持たせるための文
言の修正
夏季一斉休業の一部
廃止に伴う高槻図書
室休室日の削除
文言の修正
総合図書館と高槻図
書室の休館日を統一
文言の修正
夏季一斉休業の一部
廃止に伴う開館時間
の変更及び休館日の
削除に伴う開館時間
の明示
文言の修正
開館時間の変更
実状を勘案したサー
ビス時間の明示
文言の修正
文言の修正
図書館利用に関する取扱要領
 制定　平成 2年 4月 1日
第 1条　　　　　〈省　　略〉
　（休館日）
第 2条　図書館の休館日は、別表第 1のとおりとする。なお、本条は次
条に優先する。
　（開館時間）
第 3条　総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館（開室）時間は、別
表第 2のとおりとする。
第 4条～第15条　〈省　　略〉
　附　則
この要領（改正）は、平成18年 4 月 1 日から施行する。
別表第 1（第 2条関係）　図書館の休館日
総合図書館 高槻図書室
第 1土曜日（都合により開館する場合
がある）
第 1土曜日（都合により開室する場合
がある）
本大学記念日 本大学記念日
夏季休業期間中の土曜日
学部の授業・試験を行っていない期間
（12月21日～25日を除く）中の日曜日
日曜日
学部の授業・試験を行っていない期間
（12月21日～25日を除く）中の国民の祝
日に関する法律（昭和23年法律第178
号）に規定する休日
国民の祝日に関する法律（昭和23年法
律第178号）に規定する休日
夏季及び冬季休業の一定期間
8月11日～ 8月20日
12月28日～ 1月 5日
夏季及び冬季休業の一定期間
8月11日～ 8月20日
12月26日～ 1月 6日
入学試験期間
2月の入学試験日及びその前日
3月の入学試験日及びその前日
入学試験期間
2月の入学試験日及びその前日
3月の入学試験日及びその前日
図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　年度末の 3日間（日曜日を除く）
図書の整備、現物照合等に必要な期間
　　年度末の 3日間（日曜日を除く）
別表第 2（第 3条関係）　 総合図書館各フロア及び高槻図書室の開館
（開室）時間
1　総合図書館
①　通常期間（学部の授業・試験を行っている期間）
〈省　　略〉
②　夏季休業期間（ 7月29日～ 9月20日）
書庫・ 1階・ 2階 3階一般閲覧室 3階グループ閲覧室
月～金曜日 10：00～20：00 閉　　　室 10：00～19：30
土曜日 10：00～18：00 閉　　　室 閉　　　室
③　夏季休業期間以外の休業期間（学部の授業・試験を行っていない期間）
書庫・ 1階・ 2階 3階一般閲覧室 3階グループ閲覧室
月～金曜日 10：00～20：00 閉　　　室 10：00～19：30
土曜日 10：00～17：00 閉　　　室 10：00～16：10
12/21～25の間の日
曜・祝日、1/6
10：00～18：00 閉　　　室 10：00～16：10
12/26～27 10：00～17：00 閉　　　室 10：00～16：10
注 1  　レファレンスカウンターは、 1階の開館時間のうち次の時間についてサー
ビス内容を限定する。
　　　 9：00～22：00開館時は20：00～22：00。
　　　10：00～20：00開館時は17：00～20：00。
　　　10：00～18：00開館時は終日。
注 2　〈省　　略〉
2　高槻図書室
①　通常期間（学部の授業・試験を行っている期間）
〈省　　略〉
②　〈省　　略〉
③ 　夏季休業期間以外の休業期間（学部の授業・試験を行っていない期
間）
　〈省　　略〉
図書館フォーラム第11号（2006）
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⑵　平成18年 2 月15日改正分
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
現　　行 摘　　要 改　　正
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第15条　　〈省　　略〉
別表第 4（第10・11条関係）　料金表
複　
　
　
　
　
　
　
写
資料の形態
料金（単価）
職員・学生 その他
図書資料
普　通　紙
（モノクロ）
10円 10円
50円
普　通　紙
（カラー）
100円 －
－
マイクロ資料 普　通　紙 10円 40円60円
注　記
　 1  　撮影・現像・印画紙プリントについては、委託業者との契約料金に
よる。
　 2  　「その他」欄の上段は「学外からの来館利用者等」の料金を、下段
は「郵送による相互利用」の料金を示す。
情
報
検
索
・検索出力リスト表示のメッセージ等により計算する。
・外貨計算を必要とする場合は、前日の外貨レート終値（ 1円未満切り捨て）
を 5円単位で切り上げた数値で計算する。
・利用料金は10円未満を切り捨てる。
・ハードコピー（ＣＤ－ＲＯＭ利用等）料金は、出力紙 1枚につき10円と
する。
備　考　　〈省　略〉
附則の追加
カラープリンタ導入
による料金の新設
図書館利用に関する取扱要領
 制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第15条　　〈省　　略〉
　附　則
この要領（改正）は、平成16年 4 月21日から施行し、平成16年 4 月 1 日
から適用する。
別表第 4（第10・11条関係）　料金表
複　
　
　
　
　
　
　
写
資料の形態
料金（単価）
職員・学生 その他
図書資料
普　通　紙
（モノクロ）
10円 10円
50円
普　通　紙
（カラー）
100円 －
－
マイクロ資料 普　通　紙 10円 40円60円
注　記
　 1  　撮影・現像・印画紙プリントについては、委託業者との契約料金に
よる。
　 2  　「その他」欄の上段は「学外からの来館利用者等」の料金を、下段は
「郵送による相互利用」の料金を示す。
情
報
検
索
・検索出力リスト表示のメッセージ等により計算する。
・外貨計算を必要とする場合は、前日の外貨レート終値（ 1円未満切り捨て）
を 5円単位で切り上げた数値で計算する。
・利用料金は10円未満を切り捨てる。
・ハードコピー（ＣＤ－ＲＯＭ利用等）料金は、出力紙 1枚につき、モノ
クロ10円、カラー30円とする。
備　考　　〈省　略〉
⑶　平成18年 3 月15日改正分
図書館利用に関する取扱要領改正の新旧対照表
現　　行 摘　　要 改　　正
図書館利用に関する取扱要領
制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第15条　〈省　　略〉
別表第 3（第 4条関係）　利用者の範囲及び取扱い
利用資格 図書の貸出限度
学部学生
5冊 2週間学部学生に
準ずる者
学部交換留学生、学部科目等履修生、
学部聴講生、学部委託生
大学院学生
20冊 3 ヵ月大学院学生
に準ずる者
院交換留学生、院聴講生、院交流研究生、
院委託学生、院研修生、院科目等履修生、
院外国人研究生
大学専任教育職員
60冊 6 ヵ月大学専任教
育職員に準
ずる者
特別顧問教授、特別任用教育職員、
名誉教授、客員教授、特任外国語講師
大学非常勤講師
20冊 3 ヵ月大学非常勤
講師に準ず
る者
高等学校・中学校・幼稚園専任教育職員、
高等学校・中学校非常勤講師、幼稚園特任講師
専任事務職員、役員、評議員、非専任職員（常勤）
委嘱研究員、リサーチ・アシスタント、
ティーチング・アシスタント、受入研究員、
委託研究員、研究所顧問、研究嘱託、私学研修員、
外国人研修員、交換研究者、招へい研究者、
外国からの研究員、員外研究者、客員研究員、
ポスト・ドクトラル・フェロー、学外共同研究員、
その他教員に準じる者
非専任職員（非常勤），その他職員に準じる者　
注 6参照
校　友
5冊 2週間校友に準ず
る者
推薦校友
教育後援会・校友会職員
定時事務職員
生協職員、学内学会職員
優　待 注 7参照
20冊 3 ヵ月
特別 1 注 8参照
特別 2 注 8参照 5冊 2週間
特別 3 注 8参照 不　可
注 1～注 8　〈省　　略〉
附則の追加
文言の修正
利用資格の追加
利用資格の追加
図書館利用に関する取扱要領
 制定　平成 2年 4月 1日
第 1条～第15条　〈省　　略〉
　附則
この要領（改正）は、平成18年 4 月 1 日から施行する。
別表第 3（第 4条及び第 9条関係）　利用者の範囲及び取扱い
利用資格 図書の貸出限度
学部学生
5冊 2週間学部学生に
準ずる者
学部交換留学生、学部科目等履修生、
学部聴講生、学部委託生
大学院学生
20冊 3 ヵ月大学院学生
に準ずる者
院交換留学生、院聴講生、院交流研究生、
院委託学生、院研修生、院科目等履修生、
院外国人研究生
大学専任教育職員
60冊 6 ヵ月大学専任教
育職員に準
ずる者
特別顧問教授、教育顧問、特別任用教育職員、
名誉教授、客員教授、特任外国語講師
大学非常勤講師
20冊 3 ヵ月大学非常勤
講師に準ず
る者
高等学校・中学校・幼稚園専任教育職員、
高等学校・中学校非常勤講師、幼稚園特任講師
専任事務職員、役員、評議員、非専任職員（常勤）
委嘱研究員、リサーチ・アシスタント、
ティーチング・アシスタント、受入研究員、
委託研究員、研究所顧問、研究嘱託、私学研修員、
外国人研修員、交換研究者、招へい研究者、
外国からの研究員、員外研究者、客員研究員、
ポスト・ドクトラル・フェロー、学外共同研究員、
その他教員に準じる者
非専任職員（非常勤），その他職員に準じる者　
注 6参照
単位互換履修生 5冊 2週間
校　友
5冊 2週間校友に準ず
る者
推薦校友
教育後援会・校友会職員
定時事務職員
生協職員、学内学会職員
優　待 注 7参照
20冊 3 ヵ月
特別 1 注 8参照
特別 2 注 8参照 5冊 2週間
特別 3 注 8参照 不　可
注 1～注 8　〈省　　略〉
『図書館フォーラム』投稿要項
 制定　平成 8年 3月31日　　
　『大学図書館研究』の原稿募集要項に準じて、概要を次の
ように定める。
⑴　原稿執筆者の範囲
　　原則として、依頼記事・寄稿記事いずれの場合も、本学
の教育職員並びに本学図書館所属の職員を執筆者とする。
⑵　原稿の内容
　　次のいずれかで、執筆者自身の未発表原稿とする。
　　　ア　研究論文・研究ノート
　　　イ　図書館に関する調査・意見
　　　ウ　本学所蔵資料の紹介
　　　エ　図書館職員のレポート
　　　オ　その他図書館に関する記事
⑶　収　載
　　寄稿原稿が予定の紙幅を超える件数があったときは、収
載順序を図書館長が決める。
⑷　謝　礼
　　依頼記事の執筆者（図書館職員は除く）には、若干の謝
礼と掲載号 5部を贈呈する。寄稿記事の執筆者（署名記事
執筆者）に対しては、 1編につき掲載号 5部を贈呈する。
　　ただし、いずれの場合も抜刷は提供しない。
⑸　投稿先
　　関西大学図書館運営課（℡ 06‒6368‒1157）
　　電子メール（ lib-ent@jm.kansai-u.ac.jp）
⑹　執筆要領
　ア　本誌 1ページにつき2,070字相当とする。
　イ　原稿は横書き、電子メールまたはフロッピーでの提出
を原則とし、手書き原稿も可とする。
　ウ　電子メールまたはフロッピーで提出する場合は、プレ
インテキスト（txt）形式もしくはワープロ（Word）形
式を原則とする。
　エ　ワープロを使用の場合は、 1行を23字とし45行を 1ペ
ージとして設定する。
　オ　本文中に図・表または写真を掲載する場合は、その相
当分の字数を割愛する。
　カ　原稿は次の順に記載する。
　　　①標題、②執筆者名、③本文、④注記、⑤引用文献、
⑥参考文献、および⑦執筆者名の読みがな・職名
　キ　原稿の表記は、次に従うものとする。
　　①漢字は原則として常用漢字を用い、新かなづかいによ
る。書誌学的な理由などから、特に旧字体を使用する
必要がある場合は、原稿用紙の右欄外にその旨を記す。
また、欧文原稿を除き句読点は「。」「、」を用いる。
　　②数字は、引用文および漢語の一部として漢数字が習慣
的となっている場合を除き、原則としてアラビア数字
を用いる。
　　③引用文献、参考文献の記載方法は、次のとおりとする。
　　　ａ．雑誌論文の場合
　　　　　筆者名“論文標題”『雑誌名』巻（号）、年月、ペ
ージ
　　　ｂ．図書の中の一部引用の場合
　　　　　著者名“論文標題”『書名』（図書の著編者名）出
版地、出版者、出版年、ページ
　　　ｃ．図書の場合
　　　　　著者名『書名』出版地、出版者、出版年
　　　ｄ．欧文の場合は、著者名を転置形として、雑誌名ま
たは書名には『　』を付さずにアンダーラインで
示す（印刷では、イタリック体活字になる）。
　　　［例］ Downs, Robert B. “How to start ａ library school.” 
ALA Bulletin 52 （6）, 1995.6, pp. 32‒48.
　　　ｅ．インターネット上の文献
　　　　　著者名“文献標題”［参照年月日］（ＵＲＬ）
　　　［例］ 永沼博道“21世紀の大学図書館に向けて―伝統
と現代化の相克”［参照2003.1.20］
　　　　　（URL http://www.kansai-u.ac.jp/Library/etc/lib-
pub.htm）
　ク　図・表は、図 1、図 2、表 1、表 2、fi g．1のように
記す。図または表を電算等で出力したものをそのまま使
用するときは、鮮明なものを用いる。写真は出来るかぎ
りモノクロームを用いる。図、表、写真には、その裏に
執筆者名、標題、図 1、図 2、表 1、表 2のように番号
を鉛筆書きのこと。
　ケ　校正は、初校を執筆者に依頼し、再校以降は図書館が
行うことを原則にするが、必要のある場合は、再校以降
についても執筆者の協力を得るものとする。
⑺　掲載した著作物の電子化と公開許諾について
　　本誌に掲載した著作物の著作権は執筆者に帰属するが、
次の事項について執筆者はあらかじめ了解するものとする。
　ア　関西大学図書館ホームページにて公開されること
　イ　国立国会図書館が行なう電子メディアに収録されること
 以　上　
 〈平成15年11月26日改正〉
